
評書

曳
瀟

評

溝
口
常
俊
著

『
日
本
近
世
・
近
代
の
畑
作
地
域
史
研
究
』

今
　
里
　
悟
　
之

　
本
書
の
著
者
は
、
主
に
近
世
村
落
の
歴
史
地
理
学
を
専
攻
し
、
イ
ン
ド
・

バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
：
不
パ
ー
ル
と
い
っ
た
、
南
ア
ジ
ア
地
域
の
定
期
市
や
行

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

商
な
ど
の
研
究
も
行
っ
て
き
た
。
本
書
は
著
者
の
主
に
初
期
の
著
作
の
補
筆

集
成
で
あ
り
、
旧
稿
の
大
部
分
は
｝
九
七
〇
年
代
後
半
か
ら
八
○
年
代
前
半

に
発
表
さ
れ
て
い
る
。
本
書
を
す
で
に
書
評
さ
れ
た
有
薗
正
一
郎
氏
に
よ
れ

ば
、
本
書
が
あ
と
十
年
早
く
刊
行
さ
れ
て
い
れ
ば
、
畑
作
地
域
論
を
よ
り
強

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

調
す
る
内
容
に
な
っ
た
で
あ
ろ
う
と
い
う
。
一
九
八
○
年
代
が
、
日
本
の
畑

作
文
化
を
強
調
す
る
研
究
が
隆
盛
し
た
時
期
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
本
書
の
序

章
に
も
詳
し
い
が
、
著
者
は
近
年
の
「
複
合
生
業
論
」
の
流
れ
の
中
で
、
最

近
の
旧
稿
も
加
え
、
畑
作
と
稲
作
あ
る
い
は
他
の
生
業
と
の
並
存
性
を
重
視

し
て
い
る
。
評
者
は
、
歴
史
地
理
学
や
歴
史
学
を
専
攻
す
る
者
で
は
な
く
、

文
化
・
社
会
地
理
学
の
立
場
か
ら
こ
の
書
評
を
行
い
た
い
。
本
書
の
目
次
は
、

次
の
通
り
で
あ
る
。

序
　
章

第
－
部

　
　
み
　
だ
　
い

甲
州
御
勅
使
川
扇
状
地
畑
作
村
落
の
展
開
過
程

　
第
一
章

　
第
一
一
章

　
第
三
章

　
第
四
章

　
第
五
章

　
第
六
章

第
豆
部

　
第
七
章

　
第
八
章

　
第
九
章

第
些
細

　
第
十
章

　
第
十
一
章

終
　
章

西
野
村
の
世
帯
構
成

佐
次
兵
衛
家
の
百
姓
経
営

原
七
郷
の
行
商
活
動

百
姓
日
記
分
析

甲
州
に
お
け
る
通
婚
圏

甲
州
に
お
け
る
奉
公
人
移
動
圏

焼
畑
村
落
の
地
域
的
展
開

　
　
甲
州
早
川
流
域
焼
畑
村
落
の
展
開

　
　
飛
騨
白
川
郷
の
焼
畑

　
　
屋
久
島
に
お
け
る
世
帯
構
成
と
切
替
畑

畑
作
・
水
田
複
合
の
地
域
像

　
　
隠
岐
に
お
け
る
田
・
畑
作
と
地
域
像

　
　
尾
張
に
お
け
る
田
畑
の
景
観
と
開
発

　
序
章
で
は
、
研
究
史
を
踏
ま
え
、
本
書
全
体
の
問
題
設
定
が
な
さ
れ
る
。

第
一
節
で
は
、
日
本
に
お
け
る
水
田
申
心
史
観
に
対
す
る
批
判
と
、
そ
の
後

の
畑
作
文
化
論
に
対
す
る
批
判
と
し
て
、
日
本
史
学
・
地
理
学
・
民
俗
学
な

ど
の
諸
研
究
が
検
討
さ
れ
、
近
世
・
近
代
で
の
本
格
的
な
畑
作
（
地
域
）
研

究
が
少
な
い
こ
と
、
畑
作
村
や
畑
作
民
の
生
活
の
実
態
が
明
ら
か
に
さ
れ
て

い
な
い
こ
と
、
の
二
点
が
問
題
点
と
し
て
指
摘
さ
れ
る
。
第
二
節
で
は
、
畑

作
の
一
形
態
で
あ
る
焼
畑
耕
作
に
関
す
る
研
究
史
が
、
地
理
学
・
民
俗
学
・

経
済
史
学
・
生
態
人
類
学
な
ど
の
分
野
に
わ
た
り
検
討
さ
れ
、
近
世
以
前
の

焼
畑
村
落
の
展
開
過
程
や
生
活
実
態
、
特
に
人
ロ
支
持
力
・
土
地
所
有
構

造
・
農
外
生
活
基
盤
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
性
が
示
さ
れ
る
。
第
三
節
で
は
、
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稲
作
と
畑
作
の
並
存
性
・
融
合
性
を
示
す
た
め
に
、
近
世
農
書
の
研
究
や
地

理
学
の
畑
地
灌
概
研
究
が
紹
介
さ
れ
る
。
最
後
に
第
四
節
で
、
本
書
全
体
の

課
題
が
提
示
さ
れ
る
。
そ
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
畑
作
村
に
お
け
る
普
通
の
百
姓

の
生
活
を
描
き
出
す
こ
と
、
村
落
と
そ
の
上
の
ス
ケ
ー
ル
の
小
地
域
お
よ
び

下
の
ス
ケ
ー
ル
の
家
と
の
関
連
を
重
視
す
る
こ
と
、
主
に
近
世
の
宗
門
改

帳
・
検
地
帳
と
明
治
期
の
戸
籍
・
土
地
台
帳
を
併
用
し
江
戸
初
期
以
降
の
通

時
的
変
化
を
照
射
す
る
こ
と
、
水
田
村
落
と
の
交
流
に
も
注
目
し
地
域
全
体

の
生
業
シ
ス
テ
ム
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
、
以
上
で
あ
る
。

　
第
－
部
は
、
水
田
が
皆
無
で
あ
る
甲
州
御
勅
使
川
扇
状
地
（
甲
府
盆
地
西

部
）
の
九
ヵ
村
の
、
近
世
か
ら
近
現
代
に
至
る
生
活
実
態
の
解
明
で
あ
る
。

」
第
一
章
で
は
、
一
七
世
紀
後
半
か
ら
　
八
世
紀
初
頭
の
爾
野
村
を
事
例
に
、

各
戸
に
お
け
る
本
百
姓
・
抱
屋
・
門
屋
・
譜
代
下
人
・
下
人
と
い
う
身
分
構

成
の
変
遷
が
検
討
さ
れ
る
。
本
百
姓
を
筆
頭
と
し
た
複
合
家
族
と
い
う
形
態

か
ら
、
傍
系
家
族
や
福
屋
や
門
屋
が
順
次
独
立
し
て
、
最
終
的
に
本
百
姓
が

五
倍
以
上
に
激
増
H
し
た
と
い
う
。
さ
ら
に
譜
代
下
人
は
、
定
説
で
あ
っ
た
終

身
隷
属
的
な
形
態
か
ら
、
数
年
ご
と
に
主
人
を
変
え
る
短
期
従
属
的
な
形
態

に
変
化
し
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
身
分
移
動
を
経
て
本
百
姓
が
創
出
さ
れ

た
と
い
う
が
、
そ
の
基
盤
と
し
て
、
耕
地
の
開
墾
と
商
業
に
よ
る
蓄
財
が
指

摘
さ
れ
る
。

　
第
二
章
で
は
、
同
じ
く
西
野
村
を
事
例
に
、
最
上
置
戸
の
土
地
集
積
過

程
・
地
主
経
営
・
商
業
活
動
が
検
討
さ
れ
る
。
近
世
前
期
の
耕
地
開
発
に
よ

る
中
層
戸
の
激
増
の
の
ち
、
～
八
世
紀
後
半
か
ら
少
数
の
有
力
戸
に
土
地
が

集
積
さ
れ
階
層
分
解
が
生
じ
た
と
い
う
。
最
も
集
積
を
進
め
た
事
例
戸
の
場

合
、
年
貢
不
払
い
の
百
姓
に
よ
る
土
地
の
質
入
れ
、
煙
草
問
屋
の
成
功
に
よ

る
蓄
財
、
近
隣
の
水
田
村
の
所
有
地
か
ら
の
小
作
収
益
な
ど
が
そ
れ
を
可
能

に
し
た
と
さ
れ
る
。
そ
の
後
、
家
内
部
の
従
属
家
族
の
独
立
、
中
層
の
行
商

に
よ
る
蓄
財
な
ど
に
よ
り
、
幕
末
の
階
層
格
差
の
縮
小
に
至
る
。
甲
斐
国
全

域
や
江
戸
向
け
の
商
戦
作
物
と
し
て
は
、
煙
草
の
ほ
か
、
小
麦
・
大
麦
・
木

綿
・
大
豆
・
木
綿
種
な
ど
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
第
三
章
で
は
、
西
野
村
を
含
め
た
原
盛
塩
地
域
の
行
商
活
動
が
、
村
明
細

帳
や
村
産
物
表
を
主
な
史
料
と
し
て
検
討
さ
れ
る
。
近
世
の
農
閑
期
の
野
売

り
や
行
商
の
品
目
は
、
煙
草
・
木
綿
・
藍
・
柿
・
甘
藷
・
牛
蓼
・
大
根
・
葱

な
ど
で
あ
っ
た
と
い
う
。
明
治
期
に
は
特
に
下
層
の
小
作
層
が
、
反
物
・
雑

品
・
茶
・
魚
な
ど
の
行
商
や
、
人
力
吏
・
・
荷
車
・
荷
物
運
搬
・
大
工
な
ど
に

も
従
事
し
、
商
品
作
物
が
煙
草
・
綿
か
ら
桑
に
転
換
し
た
大
正
以
降
は
、
衣

類
や
生
活
維
貨
の
行
商
の
販
売
晶
・
販
路
・
行
商
組
織
も
順
次
変
遷
し
て
い

っ
た
と
い
う
。
行
商
は
中
層
・
下
層
に
お
い
て
行
わ
れ
、
昭
和
三
〇
年
代
以

降
は
工
場
進
出
や
果
樹
栽
培
の
導
入
に
よ
り
下
層
が
撤
退
し
た
。
本
章
は
、

複
合
生
業
論
か
ら
の
通
時
的
分
析
と
し
て
価
値
が
高
い
。

　
第
四
章
で
は
、
主
に
明
治
期
の
日
記
を
も
と
に
、
西
野
村
の
中
層
戸
の
明

治
｝
六
－
二
五
年
掛
農
業
経
営
・
地
主
経
営
・
商
業
活
動
・
日
常
行
動
な
ど

が
検
討
さ
れ
る
。
戸
主
自
身
の
養
蚕
業
と
麦
・
甘
藷
・
綿
の
栽
培
の
ほ
か
、

地
主
・
商
人
・
大
工
宿
と
し
て
の
多
様
な
生
計
戦
略
の
具
体
像
が
明
ら
か
に

な
る
。
特
筆
さ
れ
る
点
は
、
雇
農
や
大
工
の
年
間
生
業
暦
の
提
示
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

日
記
を
用
い
た
農
村
生
活
の
研
究
は
、
著
名
な
『
西
山
光
～
日
記
』
を
は
じ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

め
主
に
一
九
九
〇
年
代
に
盛
ん
に
な
る
が
、
本
章
も
そ
の
流
れ
を
汲
む
。
史

料
と
し
て
の
日
記
か
ら
何
を
体
系
的
に
読
み
取
る
か
に
は
誰
も
が
苦
心
す
る

が
、
生
業
の
複
合
性
に
注
目
し
て
、
ほ
ぼ
同
じ
時
期
の
佐
久
盆
地
お
よ
び
鬼

怒
川
流
域
の
農
家
の
経
営
・
労
働
・
技
術
・
生
活
暦
を
主
に
日
記
か
ら
解
明

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

し
た
、
中
西
僚
太
郎
氏
の
研
究
と
の
地
域
比
較
は
興
味
深
い
だ
ろ
う
。
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評判

　
第
五
章
で
は
、
甲
州
一
円
の
～
七
ヵ
村
を
事
例
に
、
近
世
中
期
の
通
婚
圏

が
検
討
さ
れ
る
。
村
内
婚
率
は
山
村
・
平
地
村
・
都
市
の
順
に
高
い
が
、
大

半
の
村
で
は
二
〇
～
五
〇
％
程
度
で
、
従
来
の
通
婚
圏
研
究
で
言
わ
れ
て
い

た
ほ
ど
割
合
は
高
く
な
い
と
い
う
。
距
離
で
は
、
四
㎞
圏
内
に
六
〇
％
以
上

が
収
ま
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
畑
作
村
は
水
田
村
と
も
通
婚
は
あ
る
が
、
畑

作
地
域
内
部
で
の
通
婚
が
七
割
近
く
に
達
す
る
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
、
生

業
技
術
の
伝
達
の
容
易
さ
を
重
視
し
た
た
め
な
の
か
、
あ
る
い
は
別
の
文
化

的
障
壁
が
あ
っ
た
た
め
で
あ
ろ
う
か
。
本
章
の
核
心
は
、
社
会
階
層
別
の
村

内
婚
率
は
下
層
よ
り
も
む
し
ろ
上
層
の
方
が
高
く
、
通
婚
圏
は
（
近
世
中
期

に
限
っ
て
で
は
あ
る
が
）
時
代
と
と
も
に
必
ず
し
も
拡
大
し
な
い
と
い
う
、

定
説
と
は
異
な
る
指
摘
で
あ
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
著
者
は
、
一
村
あ
た
り

の
上
層
戸
の
数
の
多
さ
、
本
百
姓
か
ら
抱
屋
へ
の
入
婚
の
存
在
な
ど
を
挙
げ

る
。
つ
ま
り
、
村
内
の
階
層
格
差
の
相
対
的
な
小
さ
さ
と
い
え
よ
う
か
。
こ

の
条
件
を
、
従
来
の
通
婚
圏
研
究
の
対
象
地
域
に
お
け
る
条
件
と
詳
細
に
比

較
検
討
す
れ
ば
、
さ
ら
に
興
味
深
い
知
見
が
導
き
出
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
六
章
で
は
、
甲
州
～
円
の
二
五
ヵ
村
の
宗
門
改
帳
か
ら
、
奉
公
人
移
動

圏
が
検
討
さ
れ
る
。
村
内
移
動
率
が
五
〇
％
を
超
え
る
の
は
、
七
四
ヵ
村
中

一
五
ヵ
村
に
す
ぎ
ず
、
通
婚
圏
に
類
似
し
て
八
㎞
圏
内
で
お
よ
そ
収
ま
る
と

い
う
。
男
性
は
村
内
か
遠
距
離
の
都
市
へ
、
女
性
は
近
距
離
に
移
動
す
る
傾

向
が
強
く
、
童
体
の
平
均
年
齢
は
工
四
・
六
歳
、
平
均
奉
公
年
数
は
二
・
九

年
で
、
若
年
層
の
短
期
型
が
多
い
と
い
う
。
輩
出
側
は
主
に
置
屋
や
門
屋
で
、

雇
用
側
は
大
部
分
が
所
有
地
六
反
以
上
な
い
し
石
高
重
石
以
上
の
上
層
で
あ

る
。
二
㎞
圏
以
内
で
は
水
田
村
・
畑
作
村
の
区
別
は
み
ら
れ
ず
、
二
～
八
㎞

圏
で
は
畑
作
村
へ
の
水
田
村
か
ら
の
流
入
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
八
㎞
以
上
は

畑
作
村
か
ら
の
み
で
あ
る
。
そ
の
理
由
は
不
明
と
い
う
が
、
読
者
と
し
て
は

や
は
り
気
に
か
か
る
。
移
動
先
で
は
、
甲
府
や
江
戸
が
卓
越
す
る
と
い
う
。

　
第
－
部
は
、
日
本
各
地
の
畑
作
村
落
に
お
け
る
、
生
業
形
態
の
検
討
で
あ

る
。　
第
七
章
で
は
、
甲
州
巨
摩
郡
西
河
内
領
（
山
梨
県
西
端
の
山
間
部
）
の
一

九
ヵ
村
を
事
例
に
、
近
世
初
期
の
検
地
帳
や
明
治
期
の
物
産
表
な
ど
か
ら
、

焼
畑
耕
作
と
土
地
所
有
階
層
と
の
関
係
が
検
討
さ
れ
る
。
焼
畑
は
従
属
小
作

人
の
た
め
の
耕
作
地
と
す
る
定
説
と
は
異
な
り
、
む
し
ろ
上
層
ほ
ど
焼
畑
に

依
存
し
出
作
も
行
い
、
か
つ
ほ
と
ん
ど
の
戸
が
村
内
各
所
に
分
散
し
て
焼
畑

耕
地
を
所
有
し
て
い
た
と
い
う
。
ま
た
焼
畑
村
落
で
も
、
二
戸
で
村
の
総
耕

地
面
積
の
二
〇
％
を
所
有
す
る
大
百
姓
戸
も
存
在
し
た
と
い
う
。
本
書
の
申

で
も
、
と
り
わ
け
高
く
評
価
さ
れ
得
る
知
見
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
上
層
の
伐

採
請
負
、
中
層
以
下
の
杣
仕
事
・
木
材
運
搬
・
木
製
品
製
造
・
金
山
労
働
、

楮
・
三
槻
・
茶
・
煙
草
な
ど
の
商
品
作
物
栽
培
と
い
っ
た
生
業
の
実
態
が
示

さ
れ
る
。
此
迄
－
二
の
焼
畑
地
名
の
分
布
は
、
文
化
圏
区
分
の
基
礎
資
料
と

し
て
も
有
用
だ
ろ
う
。
小
字
別
の
焼
畑
分
布
に
関
す
る
表
七
一
六
と
図
七
－

五
も
労
作
だ
が
、
山
地
斜
面
に
焼
畑
が
多
い
と
い
う
当
然
の
事
実
以
上
に
、

南
斜
面
の
焼
畑
の
少
な
さ
が
気
に
か
か
る
。
日
照
の
良
い
場
所
か
ら
普
通
畑

に
す
る
努
力
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
難
し
い
場
所
が
焼
畑
に
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
で
あ
ろ
う
か
。

　
第
八
章
で
は
、
飛
騨
関
川
郷
＝
｝
ヵ
村
を
事
例
に
、
近
世
か
ら
明
治
期
に

至
る
焼
畑
分
布
地
と
所
有
階
層
の
変
遷
が
検
討
さ
れ
る
。
時
代
を
遡
る
ほ
ど

焼
畑
が
多
い
と
の
定
説
を
覆
し
、
近
世
後
期
か
ら
明
治
初
期
に
か
け
て
の
面

積
の
激
増
、
さ
ら
に
焼
畑
か
ら
水
田
に
移
行
し
た
耕
地
は
な
い
こ
と
が
捲
摘

さ
れ
る
。
明
治
初
期
の
分
布
地
で
は
、
標
高
七
〇
〇
～
一
〇
〇
〇
m
、
集
落

か
ら
の
距
離
一
～
二
㎞
、
山
地
中
腹
、
傾
斜
二
〇
～
一
五
○
度
、
束
斜
面
方
向
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が
多
い
と
い
う
。
表
八
－
五
の
こ
の
よ
う
な
数
値
の
含
意
す
る
点
で
あ
る
が
、

標
高
の
場
合
は
集
落
か
ら
の
比
高
も
よ
り
詳
細
に
知
り
得
た
い
し
、
集
落
か

ら
の
距
離
に
つ
い
て
は
耕
作
圏
の
模
式
図
化
も
考
え
得
る
。
例
え
ば
、
二
㎞

や
五
㎞
と
い
う
数
字
が
表
す
生
活
上
の
意
味
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
地
形
や
傾

斜
の
場
合
、
白
川
郷
全
体
の
地
形
条
件
に
比
し
て
の
焼
畑
立
地
点
の
特
徴
も

知
り
得
た
い
。
ま
た
所
有
に
つ
い
て
は
、
階
層
分
解
は
進
ま
ず
、
組
（
～
般

に
い
う
村
）
の
共
有
地
の
割
合
も
高
か
っ
た
と
い
う
。
こ
の
焼
畑
共
有
地
の

住
民
に
よ
る
自
由
利
用
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
例
外
的
な
一
集
落
の
聞
き

　
⑥
書
き
の
引
用
の
み
に
基
づ
く
立
論
で
あ
り
、
一
般
化
は
危
険
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
最
多
の
村
で
九
五
倍
の
焼
畑
臓
積
の
激
増
と
い
う
指
摘
が
あ
る
が
、
例

え
ば
安
永
検
地
に
お
い
て
も
集
落
か
ら
遠
方
の
焼
畑
は
見
逃
さ
れ
た
可
能
性

や
、
焼
畑
検
地
は
共
有
地
あ
る
い
は
逆
に
各
戸
の
名
請
地
に
限
ら
れ
た
可
能

性
な
ど
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
さ
ら
に
、
実
測
の
困
難
な
山
地
に
あ
り
、
し
か

も
数
年
で
移
動
す
る
焼
畑
は
、
そ
の
帳
簿
面
積
を
ど
の
程
度
ま
で
信
頼
し
得

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

る
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ら
の
点
は
、
第
七
章
と
並
ん
で
古
島
敏
雄
説
へ
の
反
証

　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

と
し
て
重
要
な
だ
け
に
、
よ
り
慎
重
な
検
討
が
必
要
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
九
章
で
は
、
白
川
郷
よ
り
さ
ら
に
生
産
力
の
低
い
屋
久
島
の
＝
二
ヵ
村

を
事
例
に
、
近
世
か
ら
近
代
に
困
る
世
帯
構
成
と
生
業
の
実
態
が
検
討
さ
れ

る
。
複
数
の
傍
系
家
族
を
含
む
複
合
家
族
の
普
遍
性
と
、
妻
が
不
在
で
夫
が

子
供
と
同
居
す
る
家
族
形
態
が
指
摘
さ
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
特
異
な
家
族

形
態
と
生
業
構
成
と
の
関
係
の
有
無
な
ど
も
気
に
か
か
る
。
ま
た
階
層
ご
と

に
生
業
基
盤
の
保
有
状
況
が
示
さ
れ
、
近
世
か
ら
近
代
へ
の
入
ロ
増
加
の
背

景
と
し
て
、
焼
畑
の
開
墾
と
漁
業
や
桑
栽
培
の
存
在
が
指
摘
さ
れ
る
。

　
第
皿
部
は
、
畑
作
・
水
田
複
合
と
い
う
、
近
世
近
代
の
地
域
像
の
提
示
で

あ
る
。

　
第
十
章
で
は
、
隠
岐
の
五
九
ヵ
村
を
対
象
に
、
近
世
前
期
の
地
誌
を
史
料

と
し
て
、
戸
畑
一
色
と
い
う
生
業
像
を
再
考
す
る
た
め
、
生
業
の
実
態
が
検

討
さ
れ
る
。
石
高
二
P
口
・
牛
馬
・
田
畑
・
農
産
物
・
水
産
物
・
林
産
物
・

皮
革
業
・
廻
船
業
の
状
況
が
嫁
ご
と
に
地
図
化
さ
れ
、
項
目
ご
と
に
傾
向
が

指
摘
さ
れ
る
。
隠
岐
で
は
、
家
・
村
・
領
国
の
各
ス
ケ
ー
ル
で
、
農
業
・
漁

業
・
林
業
が
相
互
補
完
的
に
営
ま
れ
て
い
た
と
い
う
。
こ
の
よ
う
な
デ
ー
タ

ベ
…
ス
化
と
地
図
化
を
よ
り
積
極
的
に
生
か
し
、
例
え
ば
地
域
区
分
や
文
化

圏
の
提
示
な
ど
が
で
き
な
い
だ
ろ
う
か
。
最
も
詳
細
な
魚
種
ご
と
の
分
布
図

に
つ
い
て
も
、
史
料
上
の
制
約
は
大
き
い
だ
ろ
う
が
、
実
際
の
漁
場
の
位
置

や
権
益
と
の
関
連
な
ど
も
気
に
な
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
第
十
一
章
で
は
、
大
水
田
地
帯
で
あ
る
尾
張
全
域
の
八
九
工
ヵ
村
お
よ
び

名
古
屋
区
を
対
象
に
、
主
に
明
治
の
地
籍
帳
・
地
籍
図
か
ら
畑
作
の
実
態
が

検
討
さ
れ
る
。
本
章
の
作
図
は
、
明
治
期
の
二
万
分
の
一
迅
速
図
を
も
と
に

村
の
境
界
を
記
入
し
た
白
地
図
を
作
成
し
、
　
一
七
五
項
目
も
の
地
目
を
全
て

入
力
し
て
、
こ
こ
に
図
化
す
る
と
い
う
遠
大
な
作
業
で
あ
る
。
村
ご
と
の
地

呂
率
や
開
発
耕
地
面
積
な
ど
が
示
さ
れ
、
大
水
田
地
帯
で
の
畑
地
の
普
遍
性
、

水
田
耕
作
の
補
助
と
し
て
の
島
畑
の
広
範
な
存
在
な
ど
が
指
摘
さ
れ
る
。
い

ず
れ
の
分
布
図
も
興
味
深
い
が
、
例
え
ば
図
十
一
i
二
～
四
か
ら
は
、
平
野

に
水
田
が
、
丘
陵
地
に
畑
地
が
、
山
地
に
山
林
・
原
野
が
そ
れ
ぞ
れ
多
い
と

い
う
以
上
の
含
意
が
十
分
に
汲
ま
れ
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

　
終
章
で
は
、
本
書
全
体
の
結
論
が
提
示
さ
れ
る
。
第
一
は
、
畑
作
村
で
は

高
い
人
口
支
持
力
が
あ
り
、
そ
の
基
盤
と
し
て
畑
作
以
外
の
多
様
な
生
業
が

営
ま
れ
、
近
世
の
「
勤
勉
革
命
」
は
畑
作
村
で
よ
り
顕
著
で
あ
っ
た
と
い
う

知
見
で
あ
る
。
第
二
は
、
第
廻
部
の
分
析
に
基
づ
く
、
隠
岐
型
と
尾
張
型
と

い
う
村
落
類
型
の
提
示
で
あ
る
。
隠
岐
型
と
は
、
水
田
が
卓
越
せ
ず
、
畑
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評書

落
・
漁
業
・
狩
猟
・
商
工
業
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
生
業
が
並
存
す
る
村
落
で
あ

る
。
逆
に
尾
張
型
は
、
圧
倒
的
に
卓
越
す
る
水
田
に
生
業
が
収
逸
す
る
村
落

で
あ
る
。
日
本
の
村
落
は
、
こ
の
ど
ち
ら
か
の
型
に
属
す
る
と
い
う
よ
り
は
、

む
し
ろ
こ
れ
ら
を
三
極
と
す
る
ス
ペ
ク
ト
ル
の
ど
こ
か
に
位
置
す
る
こ
と
に

な
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
第
三
は
、
い
ず
れ
の
事
例
で
も
、
家
・
村
・
小
地

域
の
各
ス
ケ
…
ル
に
お
い
て
、
稲
作
と
畑
作
さ
ら
に
他
の
生
業
を
、
で
き
る

だ
け
組
み
合
わ
せ
よ
う
と
す
る
シ
ス
テ
ム
が
存
在
し
た
と
い
う
指
摘
で
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
に
本
書
は
、
歴
史
地
理
学
や
歴
史
学
の
み
な
ら
ず
、
複
合
生
業

論
と
し
て
は
文
化
地
理
学
・
民
俗
学
、
農
村
社
会
分
析
と
し
て
は
歴
史
人
口

学
・
農
村
社
会
学
・
社
会
地
理
学
、
そ
し
て
よ
り
大
き
な
枠
組
と
し
て
は
日

本
文
化
論
に
も
そ
れ
ぞ
れ
繋
が
り
得
る
、
極
め
て
視
野
の
広
い
も
の
と
い
え

る
。
そ
の
中
で
も
本
書
の
特
徴
と
意
義
は
、
著
者
自
身
も
醤
及
す
る
部
分
を

含
め
、
お
よ
そ
次
の
三
点
に
な
る
だ
ろ
う
。

　
第
一
は
、
畑
作
地
域
論
あ
る
い
は
山
村
・
離
島
文
化
論
へ
の
貢
献
と
い
う

点
で
あ
る
。
そ
の
一
つ
は
、
焼
畑
所
有
と
社
会
階
層
と
の
関
係
や
焼
畑
面
積

の
時
代
的
変
化
な
ど
に
関
す
る
、
定
説
へ
の
反
証
を
試
み
た
こ
と
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
焼
畑
山
村
や
離
島
に
お
け
る
一
定
の
商
品
経
済
の
浸
透
や
外
部
と

の
交
流
を
広
範
に
描
き
出
し
、
後
進
的
・
閉
鎖
的
と
い
う
従
来
の
地
域
像
に

　
　
　
　
⑨

再
考
を
迫
る
、
地
理
思
想
的
な
知
見
を
提
示
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の

地
域
の
人
口
増
加
の
原
因
と
し
て
、
耕
地
の
開
墾
や
生
業
の
多
様
性
が
指
摘

さ
れ
る
が
、
背
景
と
な
る
農
林
漁
業
技
術
の
発
達
や
交
通
・
流
通
形
態
の
革

新
な
ど
と
の
関
連
も
、
本
書
を
地
域
論
的
な
複
合
生
業
論
と
し
て
み
る
な
ら

ば
、
今
後
よ
り
詳
細
に
知
り
得
た
い
。

　
第
二
は
、
家
の
社
会
階
層
移
動
や
土
地
集
積
過
程
、
生
業
様
式
の
変
遷
、

労
働
移
動
圏
や
通
婚
圏
の
変
化
な
ど
、
史
料
的
に
許
さ
れ
る
限
り
で
の
長
期

の
変
動
を
解
明
し
よ
う
と
し
た
点
で
あ
る
。
た
だ
惜
し
ま
れ
る
の
は
、
特
に

第
－
部
の
各
章
の
分
析
結
果
が
、
必
ず
し
も
十
分
統
合
さ
れ
て
い
な
い
点
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

あ
る
。
著
者
自
身
が
別
稿
で
若
干
言
及
し
た
よ
う
に
、
各
章
で
扱
わ
れ
た
諸

事
象
の
相
関
関
係
な
ど
が
地
域
外
部
の
要
因
な
ど
も
含
め
て
模
式
図
化
さ
れ

れ
ば
、
本
書
の
地
域
論
的
視
点
が
さ
ら
に
生
か
さ
れ
た
か
も
し
れ
な
い
。

　
第
三
は
、
特
に
小
地
域
と
い
う
空
間
ス
ケ
ー
ル
に
着
眼
し
た
点
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
比
較
的
広
域
の
ス
ケ
ー
ル
、
さ
ら
に
は
生
活
空
間
の
重
層
性

（
本
書
で
は
家
…
村
－
小
地
域
一
領
国
）
に
注
目
す
る
視
角
は
、
農
業
・
農

村
地
理
学
の
ほ
か
都
市
地
理
学
や
社
会
地
理
学
な
ど
の
基
本
視
角
の
一
つ
で

　
　
⑪

も
あ
る
。
歴
史
地
理
学
で
も
、
近
世
の
地
域
的
な
政
治
支
配
体
系
な
ど
の
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

明
に
、
こ
の
視
角
が
採
用
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
本
書
の
よ
う
に
、
人
口
・

生
業
な
ど
多
数
の
項
目
に
わ
た
っ
て
個
体
ス
ケ
ー
ル
（
個
人
・
家
・
村
）
を

ベ
ー
ス
に
立
論
す
る
場
合
、
膨
大
な
史
資
料
の
収
集
解
読
・
デ
ー
タ
ベ
ー
ス

化
．
図
表
化
と
い
う
多
大
の
労
力
が
要
求
さ
れ
る
。
技
瀟
的
に
は
、
G
I
S

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
）
の
利
用
が
こ
れ
を
可
能
に
し
た
。
こ
の
発
想
と
情

熱
に
は
ひ
た
す
ら
敬
服
す
る
だ
け
に
、
具
体
的
に
提
示
さ
れ
た
諸
数
値
（
例

え
ば
五
・
六
・
八
・
十
一
章
）
の
よ
り
踏
み
込
ん
だ
解
釈
や
、
地
図
化
か
ら

さ
ら
に
一
歩
進
ん
だ
分
析
を
今
後
期
待
す
る
の
は
、
評
者
ば
か
り
で
は
な
い

だ
ろ
う
。
例
え
ば
、
仁
平
で
提
示
さ
れ
た
行
商
圏
・
奉
公
人
移
動
圏
・
重
婚

圏
・
出
作
入
作
圏
な
ど
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
重
な
り
具
合
や
相
互
関
係
は
ど
の

よ
う
に
な
る
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
は
、
当
時
の
機
能
地
域
の
包
括
的
な
解
明

や
、
地
域
区
分
・
類
型
化
な
ど
に
も
繋
が
る
だ
ろ
う
。

　
近
年
著
者
ら
は
、
近
世
尾
張
国
の
現
名
古
屋
市
域
を
対
象
に
、
地
誌
・
村

絵
図
・
郡
図
・
名
所
図
会
・
臼
記
な
ど
を
史
料
と
し
て
、
明
治
期
を
扱
っ
た
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本
書
第
十
一
章
の
旧
稿
に
先
立
ち
、
さ
ま
ざ
ま
な
経
済
的
・
文
化
的
事
象
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

分
布
図
を
作
成
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
土
地
利
用
、
戸
口
、
石
高
、
牛
馬
、

寺
社
、
自
殺
：
心
中
場
所
な
ど
で
あ
る
。
ま
た
、
綿
・
繭
・
工
芸
晶
・
野
菜

な
ど
の
商
品
流
通
圏
、
宿
場
町
の
助
郷
圏
、
交
通
中
心
地
の
勢
力
圏
な
ど
か

ら
、
当
時
の
具
体
的
な
機
能
地
域
が
示
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
こ
の
分
析
結

果
の
｝
部
も
加
え
つ
つ
、
「
中
心
－
周
辺
」
・
「
都
市
…
非
都
市
」
と
い
う
工

軸
を
基
準
と
し
た
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